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学校再編整備に係る各種団体の長等および保護者等説明会 

質疑応答一覧 
 

金山地区保護者等説明会（令和 5 年 8 月 22 日開催） 

質疑・意見 回答 

・小中一貫・義務教育学校に決定しているの

か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・廃校後の校舎の活用について。 

・フリースクールや、宿泊施設など公的施設

としての活用してほしい。 

 

 

・在学中に途中で新しい学校ができたら、途

中から学校が変わるのか、新１年生から新し

い学校になるのか。 

 

 

・東部小学校に建設するという案とのことだ

が、順次建て替えていくのか。 

 

 

 

 

・上の子と下の子で別々の中学になる可能性

があるのか。 

 

 

 

 

・中学校進学後に新校区になった場合、新校 

区の中学校へ行かなければならないのか。 

 

（意見） 

・小中一貫校の、デメリットとして、９年間 

・小中一貫校になるかどうかを含め、再編案

について現在決定はしていない。 

 庁内で検討中の再編案 

◇時期：5～6年程度 

◇建設地：面積が比較的広い東部小敷地 

◇教育形態：小中一貫校 

◇整備手法：PFIやプロポーザルなど 

よりよい教育内容、魅力的な校舎建設のた

め、検討を行っていく。 

 実施計画を策定した時点では、ホームペー

ジなどで周知が行き届くようにする。 

 

・跡地検討委員会で庁内検討を行う。 

東部小学校に新校舎を建てる場合、東部小

学校の運動場が狭いため、東部中学校を第二

グラウンドとする案もある。 

 

・令和 10年 4月の開校と仮定すると、令和 

10年 3月までは、現在の各小学校、4月か 

らは新しい学校に通っていただくと想定し 

ている。 

 

・開校までは、既存の学校に通っていただく。 

・東部小の運動場に小中一貫校の校舎が納ま

るか検討中である。 

・既存の校舎を取り壊して建設する場合、仮 

設校舎の建設も検討している。 

 

・今は、金山校区は東部中学校と坂出中学校 

に進学が分かれている。もし東部小学校に小 

中一貫校を作る場合には、小中ともに一貫校 

の校区とする見直しを検討している。校区審 

議会に諮る必要がある。 

 

・すでに中学校に進学している場合は、基本 

的には卒業までその中学となる。 
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質疑・意見 回答 

顔ぶれが同じになり、こどものコミュニティ 

を狭めるのではないか。 

（意見） 

・川津小学校、坂出小学校も含めて線の引き 

直しが必要では。金山校区の問題は中学で２ 

校に分かれてしまうこと。同じ中学校を基本 

としてほしい。 

 

・小中一貫校は、小学校は東部小のところへ 

でき、中学校は今の東部中となるのか。 

 

・坂中、坂小はそのままで、東部や金山だけ

が対象になるのか。 

 

 

・金山小と東部中が一緒になっても、東部中

の人数は変わらないと思うが、継続していけ

るのか。利点はあるのか 

 

 

 

 

 

 

・西庄小は児童数が少ない。統合されると、

急に人数が増え、校舎も先生も変わることに

なる。どのようなフォローを考えているの

か。 

 

 

・概ね何年か決まっているのか 

 

 

 

 

 

 

（意見） 

・金山は実際の人口と比べて児童数が少な

い。現実的には選択制のようになっている。 

これから 5年でもっと減るのでは。 

（早く再編すべきとの趣旨） 

 

・幼稚園や保育所について、遠いという問題

がある。そちらも検討してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・検討中の小中一貫校は、新しい小中学校を

同じ敷地に作ることを想定している。 

 

・前期は、東部、金山、西庄が対象。後期で、 

坂出、川津を含めた検討を行う予定となって 

いる。 

 

・小中一貫校は、駅前開発などとともに、市 

外からも人を呼び込む施策の一つと考えて 

いる。 

・坂出中と東部中の生徒数合計は令和 5年度 

679人で、平成 26年の 665人と比べ、横ば 

いである。現時点で坂出中と東部中の統合は 

難しい。坂出中と東部中については、後期の 

概ね 10年の中で検討していく。 

 

・教員の配置のほか、こどもたちの縦横のつ 

ながり、絆づくりにも十分な配慮ができるよ 

う検討していく。 

・統合前に何年かかけて、統合対象校同士の 

交流を行っていく。 

 

・従来方式は、基本設計 1年、実施設計 1 

年、建設工事 2年の計 4年かかる。そのため、 

最も早くて 5年後の令和 10年 4月。PFIの 

場合は、6～7年かかる。 

学校再編実施計画をできるだけ早くお示

しし、基本設計、実施設計、建設に入って 

いきたい。 

 

 

 

 

 

 

・こども課とも協議すべき事項ではあるが、 

現段階ではお答えできない。 
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質疑・意見 回答 

・大きい学校では、先生が対応しきれていな

い。人が多いことがいいことなのか。こども

のために、温かい教育をしてほしい。 

 

（意見） 

・クラス人数が増えることで、1人に対する

先生の関わりが変わってくる。こどもにとっ

てよりよい学校配置をしてほしい。小中一貫

はよいと思うので、賛否あると思うが、早め

早めに周知してほしい。 

 

・坂中校区なので、金山に住もうと思った。

統合して学校が変わると、先輩もいなくなる

し、部活の数も減る。だったら、金山小では

なく坂出小にしようという人も出てくると

思うが、そういった選択はできるのか。 

 

・統合後の学校名称はどうなるのか。 

 

 

・新学校に人数が偏ったら、受入れを断るな

ど、平準化するのか。 

 

 

 

・卒業間近でも新しい学校に変わるのか。 

 

 

・小中一貫と、学校種毎の両方の案があると

いうことか。 

 

 

 

 

・小中一貫なら、小学生と中学生の兄弟が同

じ学校に通える。学童も同じところでみても

らえるのか。 

 

・制服は変わるのか。その場合、学年の途中

でも変わり、購入しなければならなくなるの

か。 

・よく似た制服ならよいが、金山小と東部小

は結構ちがう。卒業写真に制服ばらばらで写

ったりするのも、こどもたちにとってどうか

と思う。 

・9年間の連続性、小中学校の教員の連携を

考えると、小中一貫教育がこどもの成長に資

すると考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・校区の例外対応についてこの場で回答はで

きないが、検討課題とさせていただく。 

 

 

 

 

・小中一貫校として、新しい校名等を検討す 

る必要があると考えている。 

 

・現段階では、人数が増えても受け入れを断 

ることは考えていない。人数の増加も考慮し 

た校舎を検討していく必要があると考えて 

いる。 

 

・新校舎の開校した年度からは、新しい学校 

に通っていただくようになる。 

 

・検討委員会からは、2案が示されているが、 

庁内推進委員会では、魅力ある教育を目指し 

て、小中一貫校の導入を検討している。同じ 

敷地になると、中学校の専門の先生が小学生 

を指導することも可能となる。 

 

・学童は現在小学 6年生までが対象となる。 

 

 

 

・坂出小統合の際は、制服、体操服はそのま

まで、数年後に統一された。 

・保護者の意見も伺いながら検討する。 
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質疑・意見 回答 

（意見） 

・知り合いが大野原にいるが 5㎞圏内より外

はスクールバス。圏内は、送ってきたりして

いるとのこと。そういうことを言っていたら

進まないと思う。 

 

 

 

 

 


